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⑤研究の目的・目標（提案書に記載した研究の目的・目標を簡潔に記入。）	
 

 道路の旅行時間信頼性（移動の定時性）が向上したことによる経済便益の計測・評価手法を提案・検証す

ると共に，旅行時間の不確実性を前提とした経路誘導アルゴリズムの開発及びそのシステム構築について

検討する．具体的には，(1) 旅行時間信頼性向上の経済便益の計測・評価手法の提案と検証，(2)-1 旅行

時間の不確実性を考慮した経路誘導アルゴリズムの開発とシステム構築，(2)-2 そのようなインテリジェント

な経路誘導システムの社会的普及がネットワーク交通流全体に及ぼす影響の分析という，旅行時間信頼性

の「評価」と「運用」それぞれのサブテーマに関する研究開発を行う．これらの研究開発を通じて，道路事業

評価方法への新たな知見を与えると共に，道路交通運用技術の更なる革新やネットワーク全体の定

時性向上に資することを目的とする． 



⑥ＦＳ研究の結果	
 

1	
 旅行時間信頼性向上の経済便益の計測・評価手法に係る研究開発	
 

1-1.	
 旅行時間信頼性の経済評価に関する国内外の研究及び実務の動向調査	
 

 旅行時間信頼性の経済評価に関する国内外の研究及び実務の最新動向を調査・整理した上で，本研究

で新たに開発する旅行時間信頼性向上の便益評価方法の新規性・妥当性を確認した．また，旅行時間信

頼性の評価方法論に関する包括的なレビューを行い，経

済便益の推計に関するデータ収集ならびに実務上の課

題を検討・整理した． 
1-2.	
 旅行時間信頼性の貨幣価値原単位推定のための	
 

	
 基礎理論並びに調査・推定方法の開発	
 

 ミクロ経済学理論に整合した，旅行時間信頼性の貨幣

価値原単位を推定するための新たな経済評価手法（統

合アプローチ）を開発し，既往研究との比較を通じてその

新規性を確認した．次に，交通行動調査及び交通流観

測データの利用に基づいて旅行時間変動価値を推定す

る方法を開発した．さらに，開発した統合アプローチを用

いた小規模なケーススタディを行い，提案した手法の妥当性・有用性を明らかにした（図1）． 
1-3.	
 将来の旅行時間変動を推計するための予測モデルの構築	
 

 標準偏差やパーセンタイル値等の旅行時間信頼性指標を，道路特性や交通特性によって説明することが

可能な予測モデル（統計モデル）のプロトタイプを，高速道路並びに一般道を対象として開発した． 
 
2.	
 旅行時間の不確実性を考慮した経路誘導アルゴリズムの開発とシステム構築に係る研究開発	
 

2-1.	
 経路誘導に関する国内外の研究及び技術開発の動向調査	
 

 Reliable Routingに関する国内外の研究及び技術開発等の最新動向を調査し，本研究で構築する経路誘

導アルゴリズムの新規性・妥当性を確認した． 
2-2.	
 旅行時間の不確実性を考慮したリスク

	
 回避型動的経路誘導アルゴリズムの開発	
 

 旅行時間の変動の度合いに応じて，定時性

確保の観点から見た最適経路群をドライバー

に推奨する，リスク回避型動的多経路誘導アル

ゴリズム（Hyperpath-based Dynamic Route   

Guidance）とそれを用いた経路推奨方法論を新たに開発

した．次に，多面的なモンテカルロシミュレーションを通じ

て，提案するアルゴリズムの妥当性・適用性・従来手法に

対する優位性を明らかにした（図2）．さらに，交通シミュ

レーターによる動的交通流解析を通じ，当該経路誘導シ

ステムに従う車両の普及によりネットワーク全体の旅行時

間信頼性が向上する可能性が示唆された． 
2-3.	
 リスク回避型動的経路アルゴリズムの高速化と	
 

	
 動的経路誘導システムのプロトタイプ開発	
 

 経路推奨アルゴリズムの更なる高速化を図ると共に，

オープンソースを用いてそれをGIS上に実装し，動的経

路誘導システムのプロトタイプを開発した（図3）． 
 
※以上の各成果の詳細については，FS研究成果報告書（国総研に提出済）を参照されたい． 

 
図 1 旅行時間変動に起因するドライバーコストの試算
（延長約 15kmの都市間高速道路での適用例） 

 

図 3 遅刻リスク最小化経路群推奨ライブラリ
“GeoRouting.Net”の Graphic User Interface 

	
  

図 2 固定起終点間の旅行時間分布のシミュレーション結果 
（左：従来型の時刻依存 Dijkstra法，右：提案手法，100万回試行分） 



⑦本格研究の見通し	
 

■ＦＳ研究の結果を踏まえた本格研究における研究成果の見通しと研究目標の達成見込み：	
 

 新道路技術会議より提示されている本FS研究の本格研究採択に向けた条件は以下のとおりである． 
(1) FS研究として、提案されているReliable Routing によるシステム構築の妥当性・適用性を示す[1-1]と

共に、旅行時間信頼性の便益評価に係るデータ収集等の課題を検討・整理する[1-2]こと。 
(2) 本研究の成果が道路行政に与えるインパクト[2-1]や既存研究との比較からみた新規性[2-2]を十分に

考慮し、研究項目を検討すること。 
 [1-1]に対応するため，遅刻リスクを最小化する経路群である最小費用Hyperpathを高速に生成するアルゴリズム

を新たに開発すると共に，システムへの実装を行った．その上で，様々な条件（ネットワーク構造と規模，混雑の

程度の相違等）の元でモンテカルロシミュレーションを行い，高速化されたHyperpath生成アルゴリズムの適用性

を確認した．さらに，Hyperpathに基づく経路推奨基準と，既存の標準的な経路推奨基準をモンテカルロシミュ

レーションにより比較し（前ページ図2），提案するアルゴリズムの方が従来型の時間依存Dijkstra法等に比べて，

旅行時間信頼性のみならず平均旅行時間の観点からも優れていること（妥当性）が確認された． 
 [1-2]に関しては，旅行時間信頼性の経済評価に関する国内外の研究及び実務の動向調査の一環として詳細

な検討を行った．旅行時間信頼性向上の経済便益を実際に推計するためには，(a)旅行時間信頼性指標の将来

予測，(b)旅行時間変動の貨幣価値原単位の推計という，観測データや意識調査データ等を必要とする2つの作

業が必須である．FS研究では旅行時間信頼性の経済評価に関する包括的なレビューを行い，(a)と(b)の各観点

からの代表的なデータ収集方法の特徴整理を行った（詳細はFS研究成果報告書p.37，表2.4・表2.5に記載）． 
 [2-1]に関しては，まず，旅行時間変動に起因するドライバーの移動コストの試算を行ったところ，旅行時間信頼

性のコストは，総コストに対する2割強以上の大きさと成り得る可能性が示唆された（前ページ図1）．すなわち，旅

行時間信頼性便益の計測手法の確立と導入が道路事業の評価に大きな影響を与える可能性があることが確認

された．次に，当初計画では二年次より実施する予定であった動的交通シミュレーターの開発を前倒しで実施

し，動的経路誘導システムの普及が全体の交通流に及ぼす影響についての基礎分析を行った．その結果，

Hyperpathに基づくリスク回避型経路誘導の普及に伴って平均旅行時間と旅行時間変動の削減効果が見られる

ことが分かった．すなわち，提案する経路誘導システムは道路政策の点からも有用である可能性が示唆された． 
 [2-2]に関しては，旅行時間信頼性の経済評価手法，旅行時間の不確実性を考慮した経路誘導方法それぞれ

に関して，国内外の研究レビューを網羅的に行い，本研究開発が新規性と有用性を備えていることを確認した． 
 以上を踏まえ，提案する旅行時間信頼性の評価方法，並びに，運用方法の多角的な検討を，本格研究で引き

続き実施することにより，当初の研究目標を十分に達成できるものと考えている．但し，新道路技術会議からの

コメント並びにFS研究の成果を踏まえ，経路誘導システムの開発と普及が道路行政に資することを重点的

に検証するため，「運用」に係る2つのサブテーマという形で本格研究の枠組みを再構成することとした． 
■成果の活用方法・手段・今後の展開：	
 

 旅行時間信頼性の経済便益評価については，多様な事例への適用を通じて提案する価値付け手法並びに将

来予測手法の妥当性・一般性を検証する必要がある．また，旅行時間の不確実性を考慮した経路誘導に関して

は，システムとしての妥当性・適用性をさらに検証すると共に，今後は，実フィールドにおけるドライバーの実際の

経路選択行動との比較検討等も必要となる．いずれの検討も，プローブやGPS等の多様な交通関連ビッグデー

タを有効活用することで得られる高精度の旅行時間信頼性指標を用いれば，十分遂行可能であると考えられる．  

⑧特記事項	
 

 当初計画で示したFS研究の内容については，ほぼ全てを行うことができたものと自己評価している．また，⑦で

詳述したとおり，本格採択に向けたいずれの条件もクリアーできたものと考えている．  
 なお，開発した動的経路誘導アルゴリズム及びシステムについては，公開特許公報データベースの検索を通じ

て類似した特許が存在していないことを確認した．さらに，独自のカーナビシステムによって交通情報提供を行

なっている自動車会社技術担当者にヒアリングを行い，同様の経路誘導に関する基礎的検討は同社でも若干行

われているが，システム開発や実用化に向けた具体的検討は未着手・未計画であるという回答を得た． 


